
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 １００６ 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 現代の国語 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 『現代の国語』（東京書籍） 

副教材等 
『漢字ボックス』・『漢字反復ノート』（浜島書店） 

『図でつかむ リード現代文１』（啓隆社）、『新国語総合ガイド』（京都書房） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・この講座では、主に評論教材を中心に扱い、君たちが現代社会を生きていくのに必要な語彙や言葉の運

用能力を鍛え、幅広い視野から自律的にものごとを考える力、答えの出ない問題に答えの出ないまま向

き合い続ける知的体力を養うことを目標にしています。 

・君たちは既に、母語話者としての日本語能力を十分に身につけています。ですから、「自分は国語は分

からない」という思い込みは捨ててください。自分が既に身につけている言葉を更に深化拡充すること

によってどんな世界が開けてくるのかを、君たちには観てほしいと思っています。 

 

２ 学習の到達目標 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力

を次のとおり育成することを目指す。 

（１）実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。 

（２）論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝

え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

（３）言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国

の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

語彙を豊かにし、主張と根拠
などの文章の読み取り方をお
さえ、文章を書く際にも使っ
ている。 

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、
「読むこと」の各領域において、常に
自分と違う他者を念頭に置き、自分
の考えを的確に伝えるための論理展
開を考えたり、異なる考えを予想し
たりしながら、自分の思いや考えを
深めようとしている。 

文章の内容を実社会とのつなが
りのなかでとらえ、自分の意見
をもち、他者との関わりの中で
言葉遣いや伝え方など効果的な
説明をしようとしている。 
また、論理的に的確な表現をし
ようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学
期 

単元の学習内容 単元の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

様々な視点について考える 
ａ：場の状況に応じて、相手の理解が得ら

れるような話し方を意識している。 

ｂ[話／聞]：[話すこと、聞くこと]において相

手が理解しやすいように言葉遣いや経験を

論理的に述べることができる。 

ｃ：様々な見方ができることについて考え、

的確な表現を用いようとしている。 

定期考査 

ワーク 

ノート 

定期考査 

ワーク 

ノート 

 

ワーク 

ノート 
［教材］ 

「木を見る、森を見る」 

比較を用いて、両者の違いを考

える 

ａ：二項対立に代表される比較することによ

って理解が深められることを認識している。 

ｂ[書]：[書くこと]において読み手の理解を

得られるように、論理の展開や、情報の分

量を考えて文章を書くことができる。 

ｃ：要素の重要度を吟味し、読み手に伝え

るための文章を書こうとしている。 

定期考査 

 

ワークシート 

ノート 

定期考査 

 

ワークシート 

ノート 

 

 

小テスト 

ワークシート 

ノート 

 

［教材］ 

「水の東西」 

作品の主題から、自分の考えを

深める 

ａ：文章を読む際の基本的な読み方を身に

付け、文章の要点を把握している。 

ｂ[読]：[読むこと]において文章の内容や構

成、論理展開など、基礎的な読解方法をお

さえ、要点を把握することができる。 

ｃ：評論文の主張をおさえ、身近な生活と関

連付けようとしている。 

定期考査 

ワークシート 

ノート 

定期考査 

ワークシート 

ノート 

 

ワークシート 

ノート ［教材］ 

「時間と自由の関係について」 

語感を磨き、言葉の価値を考え

る 

ａ：様々な語句にふれる中で、言葉の持つ

認識・思考を支える働きを理解している。 

ｂ[書]：[書くこと]において実生活において

必要な語句の量を増やし、使うことで語感

を磨くことができる。 

ｃ：積極的に多くの語句にふれ、その違い

や、その語句がもつ概念や感覚をつかもう

としている。 

定期考査 

 

ワークシート 

ノート 

定期考査 

 

ワークシート 

ノート 

 

小テスト 

ワークシート 

ノート 

［教材］ 

「言葉は世界を切り分ける」 

２
学
期 

多様な意見のやり取りを通し

て、自分の主張を深める 

ａ：多様な意見に耳を傾け、自分の意見を

深めている。 

ｂ[話／聞]：[話すこと、聞くこと]において論

理の展開を予測しながら、話の内容、情報

を整理して自分の意見につなげることがで

きる。 

ｃ：多様な意見を聞くことで、自分の意見が

絶対ではないことを知り、自分の意見に生

かそうとしている。 

定期考査 

ワーク 

定期考査 

ワーク 

 

ワーク 

［教材］ 

「本を紹介する」 

思考の枠組みを広げる 

ａ：文章の記述をもとに、自分のものの見

方・考え方を広げることができる。 

ｂ[読]：[読むこと]において要点を的確に把

握した上で、他の文章の記述（偏った見方

ではないか、他に考え方はないかなど）を

批判的に評価することができる。 

ｃ：進んで文章を批判的な目で見ようとし、

新たな見解を示そうとしている。 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

 

ワークシート 

［教材］ 

「生物の多様性とは何か」 

情報を整理して理解する 
ａ：文章の効果的な組み立て方や接続の仕

方について理解している。 

ｂ[書]：[書くこと]において自分の意見を伝

えるために、根拠の示し方や説明の仕方を

考えることができる。 

ｃ：読み手を念頭に置き、効果的な説明の

仕方を考えようとしている。 

定期考査 

 

ワークシート 

ノート 

定期考査 

 

ワークシート

ノート 

 

 

小テスト 

ワークシート 

ノート 
［教材］ 

「人工知能はなぜ椅子に座れな

いのか」 



※令和４年度以降入学生用 

※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

  ・話すこと／聞くこと …  （   ２０    ）時間 

  ・書くこと      …  （   ３０    ）時間 

  ・読むこと      …  （   ２０    ）時間 

話し合いの中で妥当な合意形

成を目指す 

ａ：状況に応じて、自らの意見を論理的に述

べるとともに、他の意見も総合して、意見を

深めている。 

ｂ[話／聞]：[話すこと、聞くこと]においてあ

る問題に対して、様々な観点からの情報を

もとにして、結論の出し方を工夫することが

できる。 

ｃ：一方の意見のみでなく、多様な意見を参

考にしながら、答えを出そうとしている。 

定期考査 

ワーク 

ノート 

定期考査 

ワーク 

ノート 

 

ワーク 

ノート 

［教材］ 

「ラップトップ抱えた『石器人』」 

３
学
期 

正解の出しづらい問題について

の主張を述べる 

ａ：読み手の側に配慮した表現や言葉遣い

を理解し、使うことができる。 

ｂ[書]：[書くこと]において実生活の中から

適切に情報を集め、その情報の妥当性や

信頼性を吟味して、自分の意見を組み立

てることができる。 

ｃ：積極的に情報を集め、自分の主張に生

かそうとしている。 

定期考査 

 

ワークシート 

ノート 

定期考査 

 

ワークシート 

ノート 

 

小テスト 

ワークシート 

ノート ［教材］ 

「真の自立とは」 

読み取った情報と身近な生活と

の関連を考える 

ａ：情報と情報の関係を読み解き、自分の

意見に使うことができる。 

ｂ[読]：[読むこと]において説明を読むだけ

ではなく、写真や図表などから情報を的確

に読み解き、書き手の意図を解釈すること

ができる。 

ｃ：文章以外の情報を読み解きながら、文

章との関係を探ろうとしている。 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

 

ワークシート 

［教材］ 

「〈私〉時代のデモクラシー」 

現代特有の問題を認識し、自分

の将来に引きつけて述べる。 

ａ：さまざまな情報を理解し、総合的に考察

し、推論の仕方を理解し使うことができる。 

ｂ[書]：[書くこと]において様々な情報を総

合的に読み解き、妥当な推論を立て、読み

手に伝わるように整理してまとめることがで

きる。 

ｃ：多くの情報を多角的に読み解き、自分の

将来と関連付けようようとしている。 

定期考査 

 

ワークシート 

ノート 

定期考査 

 

ワークシート

ノート 

 

 

小テスト 

ワークシート 

ノート ［教材］ 

「暇と退屈の倫理学」 


